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緒 言

　日 本 産毛 翅 目幼 蟲の 分類 に 關 し て は 本 誌 （VoL 　39 ・
NOs ・463

，　464，
， ，
468 ）及 H 本

動 物 學彙報 （Vol ・11
，
N 。 ・3｝上 に 於 て 報告 せ しが 、 其後］ll村 教 授 、

三 村邦雄 、 横

内齋 、 小 泉清 見 、 飯 島春 二
、 今 西 錦 司 、丹 勿 彌 、 望 月精 一 諸氏 の 操 集 せ られ し

標 本 を檢 ず る 事 を得 、 その 中下 記 の 九 種 （内新種 八 種 ）の 未 報 告の 幼蟲を得 た れ

ば 此 所 に 報ぜ ん 。 前報 に 於 て は 邦 産 と し て十
一

科 を報 ぜ しが 、 今此 湧 に新 に 一

科 Odolltoeerid田 を加 へ 十 二 科 となれ う
。

　本 報 告 を草 す る に際 し御指 導 を賜 うた る川 村 敬授 を始 あ
、 標 本 を 寄興 せ られ

し一E記 諸氏 に 感謝 の 意 を表 す n

　　　　　　　　　　　 科 の 籔 索表の 訂 正 及逍加

　（本誌 V イ〕L39
，　Nos・463

，
464 の 210

，
211 頁參 照 ）。

　前報 中 8a− 10b を 9a− 11b と、
911Q を 10

，
11 と訂正 す。

8a 　上 唇 の 長 さは 幅 よ う 竜大 な b 。

… … … s・… 一・… t・・… ・… … …

8b　上 唇 の 長 さは 幅 よ b も小 な う。 … … … … … ”… ’… … ’…

Familv ；

日本 産屬種の 記 載 （績き ）

齒角石蠶科 （新稱 ）

OdOntocerid鵑 WALLENG 曲 N ．

　 　 Odolltoce11招 お ．

・…・…　　　 … ・・… ・9

　本 科 幼 蟲 の 概 説 。 幼 蟲 は 蠶 兒 形 に て 圓 筒形 、 後 胸郡 に 於 て 最 竜幅廣 く後 方は

稍 搬 ま る
． 頭部 （FSg−　205）1ま 長橢 圓形 に て 比 較 的大 き く、 頭 楯 廴Fig ．206＞は

狹 く して 中央 と前 方 と に 近 く二 個 の 凹 みあ b
。 上 唇 〔Fig ．2  3）は 甚 だ長 くそ の

幅 よ b 竜大 に して 心 臟 形 を 呈 し 、 多數 の 側 鰯毛 を生 じ塗 た その 前縁 に近 く四野

の 直 な る剛毛 と二 對の 曲 れ る刺 毛 とを有 せ b。 上 腮 は 強 岡啀に て 楔 形 を な し 、 そ
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の 匁 上 に は 不 規 則 な る 李 た き突 起 あ b 、 棲 た 背 剛 毛 を有 す 。 外 辨 （Fig・208 ）は

圓錐 形 に て 内側 に は 三 個 の 刺毛 と數 …多の 剛 毛 とあ b。 下 鰓 鬚 （Fig．208）も圓錐

形 に て 五 環 節 よ b成 る 。 觸 角 は 短 くし て二 節 よ b 成 る 。 胸 覆 節 （Fig ．　211）は 前

方 は 次 第 に 輻狹 く、 前 胸 及 中胸 は 全 くキ チ ン 質板 に て 被 は れ 、 後 胸 は 部 分 的 に

角 質 な b 。

　肢 （Fig・210）は 各 その 長 さ を 異 に し 、 多 くの 長 毛 を 有 す れ ど も脛 節及 附 節 に

は 毛 少 く、 又 各 肢 の 脛 節 の 先端 に は 突出 物 を 有 せ b 。 爪 は 細長 くし て 基 刺 を有

す 。

　腹 部 の 縊 れ 目 は 淺 く、 側 毛 線 は 僅 か に 發 逹 し黄 灰 色 の 小 毛 を生 ぜ b 。 腹 鰓

｛．Fig ．209）は 幹
一

本 よ う成 うそ れ よ b多數 に 分 枝 せ る もの 二 三 本 宛 集 b て 圈歌

を な し、 各 環 節 の 前方 に 位 し背 腹兩 面 に 存 せ b
。 後 推器 は 張 剛 に して 二 節 よ b

成 b 、 鉤 爪 （Fig ．204 ）は 直 角に 近 く曲 う鈍 くし て 背鉤 を有 せ ず 。 鞘 巣 〔Fig．209）

は 砂 粒 よ b成 b 圓 錐 形 或 は 後 方 の 僅 か に 狹 ま b た る 圓 筒 形 に して 、 少 し く曲 b

表 面 は 卒 滑 に し て 後端 は 閉 づ 。

　幼 蟲 は 山 地 の 底 に 石 あ る 急流 、 或 は 4 地 の 稍 維 流 水 中に も棲 息 す 。

　此 科 の 昆 蟲 は 種 類 少 く、 歐 米 に 於 て も數 種 報 告 せ られ 居 る の み な る が 、 邦 産

と し て は 三 種 を區 別 す る 事 を 得 。

齒 角 石 蠶 科 （OdOiitoceridre）檢 索 表

la　頭部 の 條絞 は V 字 形 、 前胸 及 中胸 に は 中央 縫 合 線上 を 走 れ る 太 き黒 褐色

　 の 條 絞 あ b （Fig ．205）。

… … … … … ・・… ・・… ・− Odo ，lto．・（翌 “ 隅 層 80 θη8 誌
，
　sp ．　llov ．

1b 頭 部の 條紋 は V 宇 形 な らず 。

… ・・… ・… … ・・… ・… ・… ・… … … … ・・・… … … … ・2

2a 頭 部 に は 三 本 の 縱 に 走 れ る條 紋 あ b 、 前胸及 中胸 に は 中央縫 合 線 に 卒 行 に

　 その 兩 側 を走 れ る 太 き黒 褐 色 の 條 紋 あ b （Fig ．211 ）。

… … … ・・… … ・… … … … …

　
一 ・・一 ・… … … … … … … … … … ・… … ・… ・… … … ・… Rsieotrela　k，isoensis

，
　sp 』 oV ．

2b 　頭 部 の 中央 縱 に 一
本 の 條 紋 あ b 、 後 方 へ 延 び て 前 胸 及 中胸 上 をre　b て 後 胸

　 上 の キ チ ン 片上 に て 終 る （Fig．214）。・… ・．… ＿ ．＿ ．．Psitotreta　leybtoensis
，
　sp ．　 nov ．

　 　 　 　 　 キ ソ ト ピ ケ ラ 屬 （新稱 ） Genus ： OdontOeerum
，
　LEACH ，

　54． キ ソ F ピ ケ ラ （新稱 ） Od翩 oσθ出 忸 燃 o θ 1δを8
」
n ・sp ・ （Figs．2 》3− 210）

　體 長 26mm ．體 幅 5　mm ．頭 部 （Fig．205）の 地 色 は 黄色 に し て斑 點 は な く、 側

楯 上 に は 略 ぼ頭 楯 の 外 縁 に 沿 ひ て V 宇 形 の 黒褐 色の 條 紋 あ b
。 前胸 及 中 胸 Fig ．

205）背 面 キ チ ン 質 板 の 地 色 は 頭 部 と同 じ く、 中央 縫 合 縁上 leは 7 直縁 を な す黒
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褐 色の 太 き條 絞 あ b 、 2 だ 褐色 の 斑 黜 散 在 し特 に 中胸 上 に は 多 く、 中胸 の 後 緑

は 黒 色 な ）
t

。 後胸 背面 の 雨 側 方 に は 橢 圓 形 の 黄色 な る小 キ チ ン 質 板 あ b て 二 十

數 本の 剛 毛 を生 じ、 その 中央 1ζは 同 色 の 三 埼の 小 キ チ ン 片 あ b て 各 そ の 上 に は

數 本宛 の 剛毛 を生 ぜ b 。 2　7Z前胸 淡 中胸 の 腹面 には 黄赤色 の キ チ ン 質小 片 あ b
て 、 前 胸 の 小 片 は 腹 面 の 中央 線に て相 合 して 一

放 の 板 と な b 、 申胸 の 小 片は 小

に し て 「ノ M 字形 を呈 せ う。

　 第一 腹 節 の 疣 默突起 は 背 面 の 竜の は 尖 b 、 兩 側 方 の 突起 は 李凸 な sl）。 腹部 の

鰓 は 一 本の 幹 よ b 多 數 に 分枝せ る （Fig．209
’
）もの 二 三 本 或 は 五 犬 本 相 集 b て 圈

俄 を な し、 各 腹 環 節 の 前 方に 位 し そ の 配 列 は 次 の 如 し （左 側 を示 す以 下 之 に 同

じ）。

Tabie　23．

　 鞘 巣 は 砂 粒 よ b成 列憇錐 形 に し て 少 し く曲 b 長 さ 28mm 口 徑 8mm あ る

もの あ b
。 老 熟 し蛹 とな る 前 の もの は 圓筒形 に近 き形 を 呈 せ bc 幼 蟲は 出地 の

急流 に 限 ウて棲 む
。

　産地 、 長 野 縣 木 曾 編 島町 附近 八 澤 川 、 藪原 黒川 發 電所 （V
’
27

， 三 村）。 同矢 碕

澤 （VII
’27

， 川 村 、
三 村 、 横 内、。 同 黒 川 （VII　，27

， 横 内）。 厨 王 瀧 （VII ／2？
， 岩

田）。

　　　 フ タ ス ヂ キ ソ ト ビ ケ ラ 屬（新稱 ） Genus ： P田 o弄γ磁
，
玩 OYD ．

55． フ タ ．ス ヂ キ ソ b ピ ケ ラ （新稱 ）　PsigotTeta　kisoerzsis
，
　 n ・SP ・

　　（Figs．　211 ，
212）

　體 長 14mm 體幅 25 　mm 頭 部 （Fig．211） の 地 色は 赤 色 を帶 び た る 黄色に

し て斑點 は な く、 頭 楯及 側 楯上 に は 縱 に 走 れ る 黒 褐 色 の 條 絞 あ b 。 上 唇 （Fig．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ

212 ＞の 前縁 は 僅 か 1ζ凹 入 せ b
。 胸 部 （Fig．211）の キ チ ン 質 の 地 色 は 黄色 に し て 、

前 胸 及 中胸 の 背面 には 中央 縫 合線 に 略 ぼ李 行 に そ の 兩 側 を縱 に走 れ る二 個 の 黒

褐 色 の 條 絞 あ b 。 後 胸 の キ チ ン 質 板 は 淡 福 黄色 に し て背 面 中央 に は 横 に 長 き二

個 の 角質板 前 後 に併 列 し 、 前 方 に 位 す る板 は 幅廣 く後方 の 板 は その 幅狭 し 、 後

胸 g 兩 側 方 に 竜同 色 な る縱 に 長 き キ チ ン 質板 あ b て 共に その 上 に 多數 の 剛 毛 を

生 ぜ b 。
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　 第
一 腹 節 の 疣賦 突起 は 極 め て 鈍 くし て 明瞭 な らず 。 ま た 同 腹 節の 腹 面 中央 に

は 黄色 の 小 キ チ ン 質板 あ 」
t て その 上 に は 剛 毛 を生 ぜ う。 腹鐔は 一 本 の 幹 よ う多 ．

數 に 分 れ た る もの の 圈 朕 を呈 す る 竜の と然．らざ る もの と あ b 、 共 に各 腹 節 の 前

方 に位 すれ ど も後 方 の 鰓 は 形 小 に して 甚だ見 難 し。 鰓 は 第二 腹節 よ う第占腹 節

に存 在 し その 配列 は 次 表 の 如 し 。

Table 　24．

　鞘 集 は 砂 粒 よ bfk　b 圓錐 形 に し て 少 し く曲 b 、 長 ユ5　min 口 徑 3mm あ b 。

幼 蟲 は III地 の 急流 の 淀 み に 棲 息 す
。

　産 地 、 長 野 縣 木 曾 瀟 島町 北 方木 曾 川 本流 及 東 筑 摩 郡 宗賀村 奈 良井 川 支流 （VI
／27

， 川 村 、 三 村 、 横 内）。 同 縣 上 松 町 裏 寢覺 の 溪 流 （、
「
II ’27

， 横 内 、 岩 田 ）。 同 縣

小 縣 郡 大 門村 追 分 及 大 茂 澤 （VII ，27
， 小 泉、飯 島、岩 田 ）。 編 井縣 永 卒 寺 川 上 流

（X
／27

， 岩田 ）。 　　　　　　　　　　　　　
’

　56． ヒ ト ス ヂ キ ソ ト ビ ケ ラ （新 稱 ） ．Pllylotrc・ta　ky6toen8is，　ll・　 sp ．

　　　（； 川 村 、
1918

， 日本 淡 水 生 物學 上 卷 Fj9・408？） （Figs・213 ，
214 ）

　體 長 14mm 體幅 25 皿 nl 頭 部 及 胸 部 の キ チ ン 質 の 地 色 は 純 黄 に し て 斑 點 は

全 くな く、 頭 部 （Flg ．214）の 中央 に 太 き黒 褐色 め 條 絞 あ b、 更 に 後 方 へ 延 び て

前 胸 及 中胸 の 中央 縫合 線 上 を 走 b て後 胸 の キ チ ン 質板 上 に て 絡 う一 直 線の 著 明

な る條 紋 を な す 。 ま た 兩側 面 上 に 於 て も頭部 の 兩頬 下 面 よ b 後 胸 の 兩 側 キ チ ン

小 片 上 ま で 同色 の
一

直 線 に 走 れ る條 絞 あ b 。 中胸 の 後縁 は 黒褐色な b 。 後胸 の

背 面 中央 に は 横 に 長 琴長 方 形 の 角 質板 あ b ， そ の 中央 に は 三 角 形 の 黒 褐色 の 斑

紋 あ b て 上 記 の 頭 部 中央 よ b走 れ る 線 の 終 端 を な す e ま た 同 角 質 板 上 に ば 多 數

の 剛毛 を 生 じそ の 後 方 に は 横 に 一 列 を な す 10 數 個 の 黒色剛毛 を 生 ぜ b。 徇 ほ．

兩 側 に も縱 に 長 き小 キ チ ン 質 板一 對 あ b 。 上 唇 ｛Fig・213 ）の 前 縁 は 凹入 せ b 。

第
一 腹 節 の 疣歌 突起 は 明瞭 な う。 腹 鰓 ば 分 枝 献 に し て その 形 献 及 配列 は 上 記

，P．
’
k；tSoensisに 同 じ。 鞘 災 竜砂 粒 よ b 成 b　 P 臑 oβ戚 s と 同樣 に し て 長 18　mm

口 徑 4
’
mm

’

あ b 。 幼 蟲 は 緩流 水 中に 棲息 す
。

　産 地 ， 京 都 府 相 樂 郡 山 木 村 及 京 都 市 外 嵯 峨 町 、 　ti　ll路 傍 の 川 （IX
’27

・ 岩 田）。
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　　　　　刳石 蠶科 Fam ．； Liinuophildm ，

　　　刳 石 蠶 亜 手斗　　　　　Sul♪fan1．：　　L 量エnnophilina ），

・ コ ク チ ト ビ ケ ラ 屬 （新稱 ＞ Genus ・ 費画 P 瑠 叫 V ・ R ・1・ES ，

119

　57・’ヨ コ ウ チ 1・ピ ケ ラ 〔新 稱 ）　P 〜編 鍵 ）1’ンZαλ昭 o たo 薦 屠 ぜ
，

n 。　SP ，（Figs．2Z5− 222）

　體 長 21　niiii 體幅 4・n コ　ni　 Yul　
’
1
’
部 ， 前胸 及 中胸 （Fig．　216 ） の 背 衝 中知 こは 黄色

の 太 き
一

直 線 をな す條 紋 あ b ， その 兩 側 の 部 分の 色 は 黄褐 色な b。 頭部 の 形 は

短 橢 園形 に して
、 頭 楯上 に は 聾 g．2工5 に て示 す如 き二 條 の 頭 楯條絞 あ b

、 側

楯 上 に 於 て は 眼 の 後 方 に 稍 ≧大 形 の 黒 褐色 の 斑 點 多 數 に 存 せ う。 上 唇 IFig、219）
の 意櫞 中央 の 凹所 附 近 に は 晤 褐色 の 斑 絞 あ bv 勲 その 兩外 側 に は 同 色 の 斑 點
一

個 宛 あ b 。 上 腮 （Fig．221）は 先端 iこ齒 を有 し多 數の 内 剛 毛 と二 本 の 背 剛毛 と

あ b
。 前 胸 及 中胸 （Fl9・216）の 後緑 は 黒 色に し て その 背 齎上 に は 黒禍色 の 斑 點

多數 に存在 すれ ど竜 そ の 形 頭 部 の もの よ 1は 稍 ゾ F な bc 前 胸 の 腹面 に は その

後 縁 に 近 く背 面 と同色 な る 小 キ チ ン 片 あ b
。 後 胸 背 面上 に は 三 對 の 小 キ チ ン 質

板 あ b て その 上 に は 黒色 の 剛毛 を生 ぜ b 。 ま た 同背 面上 の 中央 前 方 よ b 三 分 の

一 位 の 個所 よ ウ兩 側 隅 1ζ向 ひ て 弧状 の 淺 き凹 陷 あ ら ｛Fig ．216）。 胸 部 の 膜 質蔀

分 は 第一 腹 節 と共 に淡褐 色な ウ． 前 肢 （Fig．2171 の 轉節 に は 四 本 の 黒 色剛 毛 と

多 數の 黄色の 刺毛 と を生 ぜ b 。

　第 一 腹 節 の 疣 状突起 は 三 個 あ 6 。 第二 腹 籔以 下 は 白色 な れ ど も最 後の 腹節は

褐 色 を帶 べ b。 傭 毛 線 は 第三 腹 節 の 前 端 よ う始 ま ウ第 八 腹節 の 中央 に て 終 る 。

腹 鰓 は 第 二 腹節 よ b 第 八腹 節 ま で 存 在 し 、 側 方 には 三 本 に 分枝 せ る 竜の あ れ ど

竜多 くは 六 七 本 乃 至 二 十數本に 分枝 lt　b 。 そ の 配列 は 次 の 如 し。　　　　　　 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ta正）le　　25，

II

，1「
III 1、▼ v VI VIl VIII

背 〔D ）
jU

腹 （v ＞　 mlll

n ユ

n ）

工n

3

U ユ

111

u ］

n ］

m

lH

lll

］n

1Tl1n

lll

n1

11］

後 推器 の 鉤 ！鼠 Flg・22Q ）は 短 く直 角 に 曲 婿 鉤 一 個 あ b
． 鞘 巣 （Fig ．222）は

主 に木 皮 及 草莖 を集 め 圓 筒形 に し て 少 し く曲 b 、 後 方 は 閉ぢ前方 は その 背面 前

出 し て 覆 ひ を な せ ）t
。
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幼 蟲 は 主 に 山地 の 植 物 質材 料 の あ る 溪流 の 小 石 の 下 、 或 は 水 の 淀 み の 個所 1こ

於 て 發見 せ られ どもま た 清 水 の 池の 岸 等 に て朽 木 の 杭 の 中 等 に て も發 見 せ ら

る
。 長 約 25m 皿 幅 6 皿 皿

　産 地 、
京 都市 外 嵯 餓 大 澤池 （IV

’27
， 川 村 、 岩 田 ）。 長野 縣 木 曾 蘭 島町 附 近 黒 川

（V 【1 ・27
， 横 内 ）。 同縣 小 縣 郡 長 久保 新町 及 大 門 村追 分 （VII ’27

・ 小 泉 ・ 飯 島 ・ 岩

田 、
。 日光 湯 の 瀑落 口 （VII　1924 丹 朋 ）。 長 野縣 依 田川 （X 　

，27・望 月 ＞c

　58． オ ソ グ ケ ト ビ ケ ラ （新 稱 ）Sten　Oi）　lbyZ（i　e　o　itcl．akens 　is，　ll・　Sp ・ ｛Figs223 − 228）

　體長 18m エn 體 幅 4mm 頭 部 は 黒 褐色 に し て 斑 點 も條 紋 もな く上 面 は ZP た

くし て 體 に 直 角 な b 。 前胸 の 前孚 は 頭 部 と同 色な れ ど もその 後 牛 及 中胸 は 黄褐

色 に し て 黒 禍 色 の 大 な る斑 點 あ b。後 胸 上 の 三 對 の 小 キ チ ン 片 は 黄褐色 に し て 、

最 も外 側 に 位 す る もの は 三 日 月形 を 呈 せ b。 前 肢 （Fig ・227 ）の 轉 節上 1こ は 五 個

の 刺 を 生 じ an その 間 尋こ多 くの 黒毛 を生 ぜ b
．

第
一 腹 節 の 腹面 に は 多 數 の 長

き黒 色 の 剛 毛 を 生 ぜ b 。
鰓 は 單一 に し て 弧 立 し て 生 じ第二 腹飭 よ う第七 腹箘 ま

で に 生 じ、 そ の 配 列 は i欠 表 の 如 し 。

「

£ a．ble　 26．

‘

　後 推 器 の 鉤 爪 （Fig，224 ）は 背 鉤
一 個 を 具 ふ 。 鞘 巣 は 主 と し て砂 粒 よ b 成 b 、

木 皮及 木 葉 片 を 混 ぜ るも の も少 か らず L 形 は ＆ 辰 卿 α η轟 働 9ts、　Ve1 ．39
，　Nos．

463，461 ， P ．251）と 同様 に し て 長 約 16　mm 輻 4・5　mm あ 転 幼 蟲は 高 山 の 溪

流 及山 上 の 池 に 棲 息 し冬 期 結氷 下 に 於 て 越 年 す 。

　産 地 、 長 野 縣 御嶽 山 黒澤 口 三 合 目附 近 及 び 七 合 目
一

ノ 又 小 屋 附近 の 川 、 及 頂

上 三 の 地 驃 高 2750m ．＞6TI1’27讒 田 ）． 同 四 の 池 σX ’27
・ 横 内 、

・

　59．　コ イ ヅ ミ ト ビ ケ ラ （新 稱）　S6e．’L　Oi，　？i・yla！：i： ゐol 猟 儡 ｛ゴ
，　n ・sP ・　〔Figs ・229− 231 ＞

體長 17 皿 m 體 幅 3mm 頭 部及 胸部 （Flg230 ）の キ チ ン 質 り地 色 は 黄羯色

に し て 共 に 黒褐色 の 大 な る斑 點 多 數 に 存 在 せ b、 後 胸 の 背 面 中央 の キ チ ン 質 片

は 合 し て
一

個 と な れ b。 前 肢 tFig ．229 ）の 轉 節上 に ｛ま長 き刺は な く短 き刺 の み

N 工工
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多數 に 存在せ う
。 第一 腹 節 に は 背 腹 兩面共 に 多數 の 長 き黒色 剛毛 を生ぜ b 。 腹

鰓 は 單一 に し て 第ご 腹節 よ b第 七 腹 節 裳 で 存 在 し 、 そ の 配列 は 次 の 如 し。

T ，able 　 27．

1⊥ ］II IY v v 】 VII

背 〔P ）

1　　 1

11

1

11

1

1 ｝　 　 1

腹 （N
▼
｝ 1

1

11

1

11

　 　　　 1 1　 　 1　 　　 　 1

1
　 後推 器 の 鉤 爪 は 背 鉤 一 個 あ b、 鞘 集 （li

“ig．　231）は 木 皮 、

’
木 實 、 草 莖 等 の 植 物

質材 料 を集 め て A ，？Ctboli α に 似 た る 形 釈 を 呈 す 。 長 約 30　mm 幅 約 7mm あ b。

　 幼蟲 は Lli地 の 溪流 の 餘 うに 急 流 な らざ る 水 の 淀 み の 個 所 に 棲息 せ う。

　産地 、 長 野 縣 御 嶽山王 瀧 口 三 合 目附 近 （X
’II　，27

， 岩 iヨ♪。 司縣 小縣郡 大門村追

分 （X
’
II　，27

， 小 泉 、 飯 島 、 岩 沼 ｝
。 群 馬縣 草 津 温 泉 附 近 干 俣 川 （VIIr27 ， 飯 島 ）。

　　　イ イ ジ マ ト ビ ケ ラ 屬 （i新稱 ）　Ge 且 US ： ultdan っeyl ］｛c 　LLCIIL 五 N ，

60， イ イ ジ マ ト ビ ケ ラ （新稱 ） 」ノぬ 膨 磊 峨 ｝照 θ，ll．　SP ． （Figs．232− 2361

　鱧 長 6 獄 1n 體 幅 1．5mn 主 體 形 は 第一 腹 節最 竜幅 廣 く後 方 に行 くに 從 ひ その

幅狹 し 。 頭 部 （Fig ．234 ）は 圓形 に して 上 面 は 李 た く鱧 と直 角 に 曲 う、 斑 點 は な

く暗褐 色の 部 分多 く、 黄色の 部 分 は 頭 幡 の 前端 中央 に 三 角形 、 眼 の 局 爾 に 圓 形 、

眼 と頭 蹟 と の 中開 に 於 て縱 に長 く、 ま た 後 頭 部 に 於 て頭 楯 の 頂 端 を三 角形 に 切

b取 うて 横 に 長 き弧形 となれ う． 上 唇 （Fig．2鋤 り前縁 及 剿縁 前 方1・1 は 多數 の

剛 毛 を 生 じ、 上 濾 の 先端 の 齒 は 極 め て 鈍 し。

　前 胸 伊 ig．2：強 は 頭 部 と同色 に し て そ の 後 織 こは 二 重 の 黒 線 あ う、 ま た その

前縁 を 背 疋 中線 を 夾 ん で 中央 に 於 て 卵 形 の 小 音β分 及 び 後 縁 の 二 重 黒 線 の 間 とは

黄色 な b 、 中胸 は 前胸 よ b 竜稍 1 その 色 淡 く後 方 に行 くに 從 ひ て淡褐 色 とな ）i 、

ま た そ の 両 後 隅角 に 近 く三 角形 の 黒色 の 斑 絞 あ b
。 後 胸 は 膜 質 に し て淡禍 色 を

呈 し、 背 面 購 側 1こは 一 對 の 小 キ チ ン 片 あ bc ま た その 前 縁 に 近 くキ チ ソ 質の 黄

褐 色 の 斑 點 十數佃 併列 し弧線 を な す 。

　腹部 は 第三 腹節 ま で 後胸 と同色 1こ し て 淡褐色 を呈 し 、 第 四腹 節 以下 は 友 自 色
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な 廴 腹 鰓 は 糸妖 單一 に 生 じ 、 eg− 一腹 節 の 背面 に も存 し第六 腹 節ま で 在 b 、 そ

の 配列 は 次 表 の 如 し。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table 　 28．

◎

　後 推 器 の 鉤 爪 （Fig ．236）は 直 角 に 曲 b背鉤 を 有 せ ず 。 鞘集 は砂 粒 よ b成 b圓

筒 形 に し て後 方 は 稿 狹 く し て 閉 づ
。 幼 蟲 は 山地 の 溪流 に棲 息 す 。

　産 地 長 野 縣 小 縣 郡 大 門 村 上 組 い
τII ’27

， 小 泉 、 飯 島 、 岩 田 ）、

　 　 　 　 　 イ マ ニ シ ト ピ ケ ラ屬 （新稱 ） Genus ： 1）rttsus
，
　STEPHENS ． ・

　61・ イ マ ニ シ ト ビ ケ ラ （新稱 ）　1）・rusus 　irna？idshi ・i
，
　n ．　sP ．　（Figs．237− 243 ）

　體 長 8mm 體 幅 1・5 皿 m 頭 部 は 圓形 に し て體 に 直 角 に 曲 う、 地 色 は 栗 禍 色

に して 斑 點 及 斑 紋 は 釡 くな く一 樣 な る 色 な b 。 頭 楯 （Fig ．239 ）の 前 方 は 兩側 方
へ 向 へ b 。 上 唇 （Fig．241＞の 前 凹 部 及 側 縁 は 黒 色 に し て 多 數の 側剛 毛 を生 ぜ b 。

上 腮 （Fig ・242）の 先端 に は 歯 を有 し多 數 の 内剛 毛 及 二 本 の 背 剛 毛 あ b 。 前胸 及

中胸 は キ チ ン 板 に て 被 は れ 、 後 胸 に は 三 對 の 小 キ チ ン 片 あ b 、 共 に そ の 色 は 頭 ・

部 と 同樣 なれ ども後 方 に 行 くに 從 ひ て稍 ミ淡 し。 肢 も栗 褐 色 に し て轉 節及 腿 節

の 外 側 に は 多 數 の 黄色 の 刺 毛併 立 せ う。

　腹部の 鰓 は 單
一 に 孤 立 し て生 じ、 第二 腹節 よ b第 五 腹 節 の 問 に在 b

、 その 配

列 は 次 の 如 し 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 硬
’

ab ヱe　 29 ．

　後 推 器 の 鉤 爪 （Fig・240 ）は 短 く して 直角 に 曲 b 背鉤 一 個 を 有 す。 鞘 集 （黄g．
237）は 砂 粒 及 び 木 皮 に て 少 し く曲 れ る 後 方 の 稍 ：狹 き圓 筒 を作 b 、 そ の 外部 に

草 莖 及 葉 片 を添 加 せ b 。 幼 蟲 は 山 地 の 溪 流 の 水 の 淀 み に 葎 息 す
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産 地 、 飛 彈双 六 谷 乱標 高 1S80　m ・｝（V 工II　，27
， 今 西 ）。

62． ミ ム ．ラ ト ビ ケ ラ （栽稱 ） 茄 7L7！θP11蜘 8　d6cψ諭 s
，　 KoLENigTI． （Figs ’244

　 　− 246）

　體 長 17mn ・ 體 幅 3・5　mm 頭 部 （Fig ・24菊 は 圓 く、 地 色は 眼 よ う も前方 は

暗福 色に し て それ よ b も後 方 は 黄色 な う。 頭 楯 の 後孚 に は 黒 羯 色 の 瑳 點 の 連 結

に よ b て 三 角形 の 斑 絞 を作 れ b。 側 楯上 に 於 て は 眼 よ b も後 方 に多 數 の 黒 褐色

の 斑 點 あ b 。

　前 胸 及 中胸 （Fig．244＞の 地 色 は 黄色 に して 多數 の 黒褐色 の 斑 點 あ b ， 叉 各 そ

の 後 縁 は 黒 色 な be 後 胸 に は 三 對 の 小 キ チ ソ 質 片 あ b て そ の 上 には 黒 色 の 剛 毛

を 生 ぜ ウ。

　第一 腹 節 に は 三 個の 疣 歌 突起 あ ）t 、 ま た そ の 腹面 も稍 、 隆 起 し黒 色 の 剛 毛 を

生 ぜ b 。 腹 鰓 は 第二 乃 至 第 八 腹 節に 存在 し二 個或 は 三 個宛 に分枝 し 、 その 配列　．

は i欠の 如 し。

Table　30．

背 （D ）

II

3　　　 3

ゆ
自

1− ∴

llI Iv v VI Vl ］

3322222211

ビ　 　　 3　 　　1

9ム 1 ］
“ −‘

3　　　 2　 　 2　　　2　　 2　 　　L）　 　 2　　 　2　　 2　　　2　　 1

、
’
III

　第九 腹 篩の 背 面 上 の 小 キ チ ン 片 （Flg245 ）は禍 色 に し て 聿 圓 形 を呈 し 、 五 本

の 長 き黒 色の 剛毛 と數 本 の 短 毛 と を生 じ、 その 前 孕 に は 黒 禍 色 の 斑 點 十 數本 併
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

列 せ b
。 後推 器 の 鉤爪 に は 背鉤

一
個 あ b。

　鞘欒 は 主 と して 木 皮 を用 ひ 僅 少 の 砂 粒 を 混 じ て表 面 は 滑 か に して 圓 錐 形 な

b 。 長 ユ8mm 口 徑 4mm あ b 。 幼 蟲 は 山 地 の 急流 の JIIIこ棲 息 す 。

　産 地 、 長 野縣 木曾 藪 原 木 曾 川 本流 （V
〆27、三 村）。 富由縣 立 山 内藏 助 李 （標 晶

2350m ．）（VIIP27 ， 今 西 ）．
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                               (.R6sume)

           Trichopterous Larvae from Japan  (III)i
                                                '

                        By  MAsATosHi  IwATtt. '

             (Zoological Institute, Ky6to  Iinperial University)

               - 
'ilxith

 k) p'la- 

'tes'a
 td  s srzt/iilET,.-

                                                              '

  In addition  te 53 specics  (in 11 families) of  [fapanese triehopterous larvae

reported  in two  previous  papers,* I wish  to record  here 9 ::nere  species  ef  the

same,  of  which  8 are  apparently  new,  and  3 proclaim'the oecurence  ef  a

twelfth famil.v, Odontoceridae  {n Japan.

                 Family;  0dontoceridEe,WAMJENGREN,

  Thvee speeies  are  kllown  at  present, having the fbilowing 
rdi±Ierential

characteristics:  N  

''

  la. IIead with  V-shaped n}arking,  longit,udinal markings  op  the median

  suture  of  pro- alld  mesollotum  (Fig. 205>.

  
-･･rr-･--･･-･･･-････J･･-･･････-･･-･･-････---･--･･･--･･･t･･-･-･･-･-･--･--

 0dontocercam- kdsoenszls.

  bl, Head  marking  not  XLsha])ed.･-･･--･･-･･･････････････････-･-･･･-･･-･･a-･-････-+･･-･ 2.

  2a. Head  with  3 paral]el lollgitudinal marklngs,and  the  pro- ai}d  mesonotui]i'

  "'ith  t"'e longit･udillaL ina･rkings  <Fig. 211'>,

  
･-･････t････････････r････････-･･････i-･･･-･････Jr･･-･-･･･････-･･-t･-･･･-･-･-･1:lsi･lot･retakisoens･is.

  2b. A  longitudinal median  nnarking  runsf  rom  head to metanotum  (Fig. 214).

  
･･･････-･･･-･･････J-･'･･･t--･･･--･･-･･-･･-････a･･･････-･･J･･---r･-･･････････

 Rsiiotreta ky6toens?'s.

               Odontocerum･ kisoensis, n,  sp.  (Figs. 203-210).

  Length,  26mm;  breadt}i, 5mm  Head  {Fig.205)with  dark yellow ground
celour,  iyithout  ally  spots,  both pleural portions with  a  median  V-shaped

marking  of  a  dark brown  co]our.  Pi'o- and  mesothorax  are  similar  in colour

to the head, its numerous  dark  broTvn spots  an(l  a  lollgitRdinal marking  on

the median  suture  are  shown  in Fig. 2e5. The  mesothorax  bears 4 pairs of
r  -----..  ..t  ....-.. r-t  .

 
va
 IwATA,  ])abut･sugaku-Zasshi,  Voi. 39, Nos. 463, 464, 46S, Allnot･iones  Zeologicae Japonense,

VoL  ll. Na. 3, -
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 chitino-s  plates tFig. 205). [I'he prothurax  has EL pair bf  
f?Nt-shaped

 smaller

 chitinous  plates oii the  ventral  side  of  eaeh  segmellt,  The  bra･nchial forraula

 is given in table 23. Case  <Fig. 207) : 28 mm  in Ieng'th, S mm  in breadth.

   Allied to ERropian specles  O. al.-b-icore Scop. hut differs from this in many

 respects.

   Loc. CVhc Kiso  river  and  it-s tributaries, Nagano-ken  il V-V' II, '27.

 tl]. K.t"'A-

 MuRA,  K  MiMu"A,  I. YoKoucm  and  tbe author).

                 Aiiot･r6ta- ktisocRsis, N. sp.  (Figs. 211, 212).'

   Idellgth,14mm;  breadth, 2,5 mm  I{ead <Fj.rr. 211) "'ith  reddish  yel}ow

 ground  colour,  withontany  s})ot/s. Three parallel dark brown  maTkings  on

 the el}Tpeus  ant]i bot･h p]eurae. Pro- and  itiesonotain  with  2 })arallel dark-

 brown  n)arl(ing,s  which  rtin  on  both la.teral sides,  A  sniall  y, elloxs'  chitinous

 plate om  the  ventral  side  of  the first segincnt.  Cl]he branchial fermula  is as

 given in table24,  Case: 15nam  in lellgth, 3lliin in ('liameter  of  antenor

                                '
 apertm'e.  .

   {['his speeies  is somewhat  reltited  tu Ameriean  speeies  P. f]'o)daiis LLoyD  but

 distinetly different from  this.

   I"ec. The  Kiso  and  the  Narai rivers,  Nagano-ken  (XTI-X+II, 
t27.

 ]<Awjt.}tvR}t,

 YoKovc}{[i, Ki)[uRA. Emf.l  the authctr),

                 Iilsitotxeta kyo`toe)tsis, n.  sp,  {Figs. 213, 2･14'),

   Lengt･h, 14mm  ;, 1}readt･h, 2.5 mm  Eead  ancl  t･h{u-ax ,ft}'e  yellow in greund

 eolour,  without  a]ay  spots,  tl  dark broxvn lons,"/ueLinal inedian  nvtrkii)g  runs

 from hea,d to illetaiiot,nm,  shown  
"in

 Ftg,. 214, and  t･we parallel lungituf.linal

 markings  on  both lateral sides  ot' head an{i  notu]n,  )'Ietanotuu:i beariBg a

 broad tearisverse  })1.ate noar  cepl)alic  inargin,  belrind "'hieh  there are  abeut

 onedozen  b]ack setae.  There  are  t･wo elongat･ecl  l}lates onboth  si,de  of  thc
                              '

 metanotum,  The  s.ill formula  same  a$  in R  kisoensis.. Tlic larxra is found in

 slow  stream  by the roads.i('te.  CAse : 18 m]"  ln length, 4mm  in diameter  of

 anterior  aperture.

   
'I}his

 species  ni･ay  be eompEtrad  ivitli  I'. k･isoe}}sis. .

   Loe. Saga, near  }<}'C')to (IX, '27,
 the  author).
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                       FA]". Limnephilidae,

                     
'
 SuBFA}(,Limnophilidae. -

 
..

                 Plat!u)h?'lax yokouclbi{', n.  sp.  (Fig. 215-222).

    Length, 21 mm  ; 1}readth 4 mm  Head  and  pro- and  niesonotum  "'ith  pro-

  nouneed
 yellow longitudinal marking  on  the  median  line (Fig, 216). Clypeus

  (Fig. 215'hvith two  lollgitudinal brown  ]narkings.  On  pleura, behind eyes,
-
 there are  many  small  spots,  s}ightl.v  darker  than  the  ground  colour.  Labrum

  
with

 
a
 bro"'n markii]g  and  two spots  on  the  anterier  margin.  The  gi]1

  formula is shown  jn table 25. Case <Fi.cr.. 222) eonsists  of  the stems  ot

  grasses and  barks, the forms  are  simiiar  to R  des･ignatus. Lcllgth, 25 mm,

  breadth, 6 mm.

    Diffbrence fL'om American  species  R  desi,g)tatus VoRHms  is to be notieed  in

  t,he foregoing  charaeteristics.

    Loc. Yunotakiwater-fal] near  Nikkb  (VII, '24.  H. NiwA);  Osawano-ike

  pend  near  K>TOto <.IV, '27.

 KAwAMuRA)  ; The  Kurokawa  river,  Kiso-fukushima,

  Nagano-ken (VII, '27.

 YeKoucm);  Nagakubo-shinn)achi and  Da,imo]} 
"uear

  City of  U･eda, Nagano-ken  (VII, '27.
 K. Koizum,  H. IiJiMA and  the authQb.

               Stenophylex ondakensis,  n. sp.  <Figs, 223-228),

    Djffers f'rom S. ki,ingam2'd I"'A.Tjx as  foHows :-

    Length,  18mm  ; breadth, 4mm  The  posterior balfofpronot･um alld  meso-

  notam  are  yellevvi$h browll, svitlnnan.v  spots,  sliglitl}'  darker  than  the ground

  colour.  The  distribution of  gil}s is sbown  in table  26. Claw of  preleg has one

  a,ceessor.v  c]aw.  The  Iarva lives either  in ponds  or  in streams  ofhigh}and,

  ap]}arently  spendiRg  the  winter  belo"' the  ice. Case is composed  ef  grains of

  saBd  and  barks  J length, 16 rnm,  diarr}eter of  anterior  aperture,  4.5 mm.

    Lt)c. Sanuo-ike  (2750m. hight) apd  Shino-ike (2800m.) ponds,  near  the

  summit･  ol' Mt. Ondake, Nagano-kell  (VII alld  IX, YeKoucHi  and  tlie author).

               iStenQpitylax koizumii, B.  sp.  gFigs. 229-231).

    Length,  17 mm  ; breadth, 3mm.  The  ground  colour  of  head  and  thorax  is

  yel}owish brown, ivith  large dark bro"'n spots  (Fig. 230). [I'he median

  ehitinous  plates of  rlletanotum  are  united  togetheT (Fig. 230). There are

  many  short  spines  on  the trochanter of  forelegs, The  first abdominal  segment

  has  man>r  lon.cr black hairs both on  the  dersal, yentral  and  lateral sides.  The

NII-Electronic  
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gi]1 formqla is as  shewn  in table 27. Proleg has one  aceessor}r  ela"'. Case

(Fig. 231), consists  of  cones,  barks and  stems  c)f grasses, linedi with  silk.  [l]he

case  is about  30 mni  ill length  and  al')o{it  7mm  in breadth. The  lars'a lives

iii tlie mountain  strearns.

  Loc. 6taki at  tbe foot of  Mt. Ondake (VII, 
'27.

 the author);  Daimon-n]ura,

near  Ue{iEa, Nagano-ken  <Vll', 
'27.

 Koizu)ii, IiJnlA and  the author);  The

Kanmata  river,  near  Knsatsu hotspring, Gunn]a-ken (VIII, 
t27,

 Iw.[MA).

                j)f}'ta7ioea ･tiji?nae,  n.  sp.  (Fig. 232-236),

  Length, 6mm;  breadth 1.5mm.  The  most  part of･head  and  pro- alld

mesonotum  hre dark bro"'n and  rvithout･  ally  spots.  The  yeSlow markings  of

head and  proitot"m, and  paired blaek posterior mar.ffill  aRd  black markings  at

the postero-lateral corNers  ef  the mesothorax  are  illustrated in Fig. 234. Hi"'o

chitinous  p]ates and  aboutonedozen  yellow spots  are  present ort  the Jneta-

thorax  (Fig. 23'4). Metathorax aBd  I-III al)(iominai  segmellts  are  light

brown, while  the other  posterior segnients  are  equall},'  grayish w,hite.  [l'he

brauchial formula  is as  sliown  in tab}e 2S. Prolegs are  is'ithQut  any  aecessory

claivs.  The  larva lives in the  mountain  streams.

  Differei)ee fron] Europian  speeies  J.L .fiavij)e?mi-s ?iQT. is t･o be lloticed  in the

foregolng eharactcristies.

  Lec. Daimon-mura,  near  Ueda, Nagtmo-ken  (.V' II,, '27.
 KoizuMi,  Ivi}fA and

the  author),  , 
･

               Dyustts iman･i$h･M., n. sp, CEigs. 23')7-243).

  Difers f'rDm D.  t7'ificlu.g }Ic L/Acii. as  follews :

  Length,8mra;  breadth, 1.5mm.  IIead and  thorax  are  ehestnut  bro"'n.

T'he eharaeterist,ic  fbrn] of  elypeus  is shown  in Fig. 239. The  anterior  margin

oflabrum  <Fjg. 241)is goneave  with  a  blaek  markin.cr.  Mandible  (Fig. L42)

witn  mally  teeth  in. its apex.  Le.crs are  all similar  in colo-r  to notum,  and  the

outer  sides  of  troeha,nter ana  fen!Lur have  yellow short  spimes.  [I]he branehial

formula  is as  show])  in tab]e 29. Case  (Fig, 237> is a  tube  made  of  larva silk

and  grainsof sand.  The  tube  tapering pfisteriorly usua]ly  wiPh  anehoTing

deviees made  of  3hort  sticks  attacl]ed  ob}iquely  to the allterior  portiei]. [l]he

larva }iyes ill high land  streains.

  IJoc. Sugaroku-dani, IIida (1880 m.  higliLt, VIIL  
'27.

 K. IMANisiEi).

;

.
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